
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

横浜水道中期経営計画 

～水道事業の基盤強化を目指して～ 

（令和２年度～５年度） 

 

令 和 ２ 年 ３ 月 

横浜市水道局 

大口径管路の更新工事 工事現場見学会 

給水車による被災地支援 マラウイ国での国際貢献活動 



はじめに  

横浜市の水道は、我が国最初の近代水道として明治20（1887）年10月17日に給水を開始し

ました。僅か100戸ばかりの寒村であった横浜村は、安政５（1858）年、徳川幕府が日米修好

通商条約を締結して開港地に定めたことにより、人口の増加や市街の発展など、急成長を遂

げました。それに伴い水需要は高まりましたが、横浜は、沼地や海岸を中心に埋め立てて拡

張されたため、飲料に適した良質な水には恵まれず、水不足や疫病の流行、大火事などに悩

まされることになりました。 

そこで、県当局は、英国人技師ヘンリー・スペンサー・パーマー氏を顧問として招き、相模

川の上流に水源を求めました。明治18（1885）年、ヨーロッパの先進技術を取り入れた日本

で初めての近代水道の建設に着手し、その２年後に給水を始めました。 

以来、私たちは、先人達の水道にかける想いや築き上げてきた技術を継承し、適切な施設

の維持管理と必要な投資を行いながら、安全で良質な水を提供してきました。 

そして、この横浜水道を将来世代に引き継いでいくため、20～30年後の将来の目指すべき

姿を示した横浜水道長期ビジョンを策定し、その基本理念である「暮らしとまちの未来を支

える横浜の水」の実現に向け、今後４年間の具体的な実施計画として「横浜水道中期経営計

画（令和２年度～５年度）」を策定しました。 

現在、水道事業を取り巻く環境は全国的に厳しさを増しています。横浜市においても、水

道料金収入は水需要構造の変化等により減少しており、今後人口が減少に転じると、この傾

向は加速度的に増すものと考えられます。加えて、浄水場や配水池等の基幹施設や送配水管

の老朽化による計画的な施設更新、さらには、想定される大地震に備えた耐震化や、近年全

国的に発生している豪雨や暴風による大規模停電や浸水被害等、危機管理対策も行う必要が

あります。また、令和元年10月に改正水道法が施行され、水道事業に民間企業が参入しやす

い環境が整いました。これまでは水道事業の運営は公営が原則でしたが、これからは民間企

業と切磋琢磨する時代になっていきます。 

こうした中、水道局が水道事業の運営者として選ばれ続けるためには、これまで以上に経

済性・効率性を追求するとともに、公営企業ならではの公共性を発揮した取組を強化してい

く必要があります。本計画は、こうした考え方のもと、より高いレベルで経済性と公共性を

発揮することを目指して水道局が取り組む向こう４年間の施策・事業を取りまとめたもので

す。 

今後とも、本計画の実現に向け、市民や企業の皆様並びに水道事業関係者の皆様の御理解

と御協力をよろしくお願いいたします。  

令和２年３月 
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